
５．使用機器・機材

　表１．使用機器

機器名 メーカ名 型番 製造番号

直流電圧源 KENWOOD PR3612A 10123640

正弦波発振機 NF E1011A 60-8186D

ディジタルマルチメータ KEITHLEY 196SYSTEMDMM 361776

可動コイル型直流電流系 YOKOGAWA 2051 063050

オシロスコープ Agilent N2757A MY40003603

計測用回路

６．実験結果

　測定に使用した回路を図６．１に示

す。(1)～(3)は 4.1の直流における四端
子定数の測定、(b)は交流における四端
子定数の測定に用いた。図中にあるよ

うに、各素子地は R=1[kΩ]、ならびに
C=105 [pF]である。

　６．１　直流における四端子定数

　　各回路における四端子定数の理論

　値は、

　　・回路(1)
　

　…　(1)
　

　　・回路(2)
　　

　…　(2)

　　・回路(3)
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　となる。表 6.1に各回路における四端子定数の測定結果とその誤差、誤差率を示す。
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表 6.1　直流における四端子定数の測定結果

　６．２　交流における四端子定数

　　測定に使用した回路は図 6.1の通り。この回路における四端子定数の理論式は以下の
ようなものとなる。

　　 [A B
C D]=[V 1

V 2

V 1

I 2

I 1

V 2

I 1

I 2
]=[1 jωC 2R jR2ωC

jωC 1 jωC ] 　…　(4)

　　実験結果を表 6.2～表 6.5、図 6.2～図 6.9に示す。




